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解 答
ア ４５ イ １：３：５：７ １：３：５：７１ 問１ 問２ 問３ 問４ (1) (2)

４５ ２０問５ 問６

イ，エ 出てきた液体が加熱部分にふれると，試験管の内側と外側の温度差が急に大きくなるから。２ 問１ 問２

ほのおを出して，木ガスが燃え続ける。 ほのおを出さずに赤くなって燃える。問３ 問４

金属の皿に炭の熱がうばわれ，炭の温度が発火点以下に下がったから。問５

気管 気管支 肺ほう えら 体表（皮ふ） 気管３ 問１ Ａ Ｂ Ｃ 問２ (1) (2) (3)

右図① ○ 黄問３ (1) (2) Ｘ Ｙい

肺の表面積が大きくなり，気体の交換を問４

効率よくおこなうことができる。

ろっ骨は上にあがり，横隔膜は下にさがる。問５

ちっ素 酸素 地球の自転４ 問１ Ａ Ｂ Ｃ

オゾンＤ

右図②問２

地面と日光のなる角度が常に小さいから。問３ 理由１

日光が大気圏を通過する距離が長く，反射・吸収理由２

されるエネルギーが多いから。 海水問４

解 説

図２から，高さが同じときの小球の重さと木片の移動距離との関係，重さが同じときの高さと木片の移宗 問１・２

動距離との関係はそれぞれ比例だとわかります。ここから，３０ｇの小球を３０cmの高さからすべらせたときの

移動距離は，１０ｇの小球を２０cmの高さからすべらせたときの移動距離の４.５倍（ ３０÷１０）×（３０÷（

２０ ）になるので，移動距離は４５cm（１０×４.５）です。）

０.２秒ごとの移動距離は４cm：１２cm：２０cm：２８cm，０.３秒ごとの移動距離は９cm：２７cm：４５cm問４

：６３cmで，どちらも簡単な整数比で表すと１：３：５：７です。

問４から，０.１秒ごと移動距離は１：３：５：７：９と考えられます。０.５秒での移動距離を２５（１＋問５

３＋５＋７＋９）とすると，０.３秒での移動距離は９（１＋３＋５）と表せます。したがって，０.３秒間に落

９下した距離は４５cm（１２５× ）です。２５

問５から，落下時間と移動距離との関係は右表のようになります。問６

したがって，２秒は０.１秒の２０倍なので，２秒間に落下する距離

は２０ｍ（０.０５×２０×２０）です。

炭の成分は炭素です。植物からつくられる脱脂綿や紙は炭素を含み，黒く変化します。就 問２

ミミズは環形動物とよばれる仲間で，肺やえらなどの呼吸器官はもたず，体表（皮ふ）で呼吸しています。州 問２

(1) ガラス管内の弁の付き方から，フラスコ○には左側のガラス管から外の空気が送られ，フラスコ○に問３ あ い

は左側のガラス管からはいた息が送られることがわかります。したがって，どちらのフラスコでも左側のガラス

管を液面よりも下に，右側のガラス管を液面よりも上になるようにします。

太陽からもらうエネルギーの多い赤道付近では空気があたためられ上昇気流が，もらうエネルギーの少修 問１・２

ない極地方では空気が冷やされ下降気流がそれぞれできると考えられます。

太陽の光が地面に対して９０度であたるとき，最も効率よくエネルギーが地面に伝わりますが，極地方では，問３

太陽の光が地面にあたる角度が小さくなっています。また，大気圏を通過する距離が赤道付近に比べ長いため，

大気や雲によって反射・吸収される量が多くなります。

日本列島の東の沖では，南からくる暖流（黒潮）と北からくる寒流（親潮）とがぶつかりあっています。こ問４

のように，海水の流れで暖流から寒流に熱をわたすことで，南北の温度差が小さくなっています。
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